
　
　
建
設
予
定
地
は

　

市
は
、
い
ず
れ
も
築　

年
以
上
が
経
過

３０

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
岩
見
沢
・
北

村
・
栗
沢
の
3
か
所
の
共
同
調
理
所
を
１

か
所
に
す
る
共
同
調
理
所
方
式
に
よ
り
整

備
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

建
設
予
定
地
は
、
当
初
の
志
文
町
の
用

地
よ
り
、
敷
地
面
積
が
広
く
各
学
校
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
い「
駒
澤
大
学
附
属
岩
見

沢
高
等
学
校
跡
地
」と
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
　
月
完
成
予
定

２９

１２

　

今
後
は
、
平
成　

年
度
3
学
期（
平
成

２９

　

年
１
月
）か
ら
の
給
食
提
供
開
始
を
目

３０指
し
、
国
が
求
め
る
様
々
な
衛
生
管
理
基

準
へ
の
対
応
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
や
食
育
を
推
進

す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
考
え
方

　
「
新
し
い
学
校
給
食
施
設
基
本
方
針
」お

よ
び「
学
校
給
食
共
同
調
理
所
整
備
方
針
」

に
基
づ
き
、
新
学
校
給
食
共
同
調
理
所
の

施
設
等
の
基
本
的
事
項
や
、
衛
生
管
理
、

リ
ス
ク
分
散
、
食
育
に
対
す
る
考
え
方
を

示
し
、
基
本
設
計
以
降
の
新
学
校
給
食
共

同
調
理
所
整
備
の
指
針
と
す
る
も
の
で

す
。

6平成27年10月   　　　　　　　

　

市
は
、「
日
本
一
安
全
で
子
ど
も
た
ち
に
喜

ば
れ
る
学
校
給
食
」を
目
標
に
掲
げ
、
平
成

　

年
５
月
に「
新
し
い
学
校
給
食
施
設
基
本

２５方
針
」お
よ
び「
学
校
給
食
共
同
調
理
所
整
備

方
針
」を
策
定
し
、
新
し
い
学
校
給
食
施
設

の
整
備
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
こ
の
二
つ
の
方
針
に
基
づ
き

策
定
し
た
、「
新
学
校
給
食
共
同
調
理
所
基
本

計
画
」の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「日本一安全で子どもたちに喜ばれる「日本一安全で子どもたちに喜ばれる学学校給食」校給食」をを

み
ん
み
ん
な
の

笑
顔
が

見
た
見
た
い
か
ら

み
ん
み
ん
なな
の

笑笑
顔顔
が

見
た
見
た
いい
か
ら

み
ん
な
の

笑
顔
が

見
た
い
か
ら

　
　
　
　
　

纂　
　
　
　
　

纂

　

い
つ
の
時
代
も
、
児
童
・
生
徒
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
給
食
。
そ
の
給
食
は
安
全

に
提
供
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
今
後

は
、
学
校
給
食
に
携
わ
る
す
べ
て
の
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
基
本
計
画
を
指

針
と
し
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
合
先　

市
教
委
学
校
給
食
課

　
　
　
　

緯　

局
４
０
０
８　

２２
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施設計画の基本的条件
　基本的考え方を踏まえ、次の条件で新しい学校給食共同調理所を整備します。

整備方式　共同調理所方式

調理能力　１日最大 7,000 食

衛生管理・リスク分散

毅 ＨＡＣＣＰ （注１）の概念に基
ハ サ ッ プ

づく徹底した衛生管理とリ
スク分散を図るとともに、国
の「学校給食衛生管理基準」
等に準拠
毅ドライシステム（注２）の導入
や２献立を４ラインで調理
することに加え、人と物が交
差しない動線を採用

食物アレルギー対応

　食物アレルギー対応食専用
の調理室を設け、症例数の多い
アレルギーへの除去食・代替食
の提供

食材の放射性物質検査

　放射性物質検査室を設置し、
入荷した食材の検査を実施

建物形状と平面計画

毅建物は、食材の搬入から調
理、搬出、配送までが直線で
流れる方式で検討

毅「汚染作業区域」と「非汚染作
業区域」を明確に区画

配送・回収

　調理後２時間以内の喫食を
前提とした効率的な配送計画

災害時対策

　災害時にも地域への炊き出
しが可能となるよう、炊飯室を
有効活用し、予備のガス炊き炊
飯器や回転釜、自家発電機、遮
断弁付き受水槽等を設置

食育・地産池消

毅 2 階に食育ゾーンを形成し、
下処理から洗浄等の作業全
体が見える見学通路を配置

毅地元産の新鮮な食材を使い、
メニューを充実

毅保温性能に優れた食缶を導
入するなど、おいしく食べる
ための適切な温度管理

毅これまでの調理所になかっ
た新しい調理機器や設備を
導入することで、メニューの
幅を広げ、おいしい給食を提
供

注１　食品の原料の受け入れから
製造・出荷までのすべての工程
において、危害の発生を防止す
るための重要ポイントを継続的
に監視・記録する衛生管理手法

注２　床を乾いた状態で使用し、
高湿度による雑菌などの発生を
抑制する調理システム

新しい学校給食施設の基本的考え方
　新しい学校給食施設を整備するにあたり、次の内容を「重点事項」とします。

学校給食無料試食会
日　時　１０月１７日臥　午前１１時３０分～午後０時３０分
定　員　１００人（午前１１時から会場内で整理券を配布します）

安全な給食を提供するため
の徹底した衛生管理

万一の事故の際のリスク分
散

栄養のバランスが取れたお
いしい給食の提供

学校給食による食育の推進

食物アレルギーへの対応

児童・生徒数の大きな減少
が見込まれる中で、柔軟な
給食提供数の管理

現施設の老朽化による早期
の施設整備

子どもたちに喜ばれるおい
しい学校給食の継続的かつ
安定的な提供

災害時の役割

学 校 給 食 展
人は食べ物からつくられる－きみもウルトラミラクルパーフェクトマン

　学校給食や岩見沢の地場産物に関する各種展示、岩見沢産小麦を
使用したパンの試食などができます。
日　時　１０月１７日臥・１８日蚊　
　　　　午前９時～午後５時（１８日蚊は午後３時まで）

会　場　生涯学習センターいわなび（４西１）
問合先　市教委学校給食課

新学校給食共同調理所基本計画


